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このたびは、ノ（イオニアの製品をお買い求めいたださ、まこと 
にありびとうございます。ご使用の前にこの「取扱説明書」をよく 
お読みの上、『安全上のご注意』に従い正しくお使いください。 
またお読みになった後は大切に保管してください。 
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お使いになる前に 


































このよラな絵表示は、を意（警告を含む）しなければな 
らない内容です。 


このよラな絵表示は、警告（やってはいけないこと）の 
内容です。 


このような絵表示は、必ず行つていただく強制の内容です。 


•ご使用の前にこの r 安全上のご注意」と「取扱説明書」をよく 
お読みの上、正しくお使いください。 

•お読みになった後は、いつでも見られる所に保管してください。 

この安全上のごを意、取扱説明書および製品への表示は、製品 
を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をして 
います。その表示と意昧は次のよラになっています。 


A 警告 
A 注意 


この表示の欄は「人び死 t または重傷を負 
う可能性び想定される内容」を示しています。 


この表示の欄は「人び傷害を負う可能性び 
想定される内容及び物的損害のみの発生び 
想定される内容」を示しています。 


給記号の例 


ま全上のごま意 

安全に正しくお使いいただくために、必ずお守りください。 


AQO 


お使いじなる前に 
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A 薩告 


版用擇境】 

この機器に水び入ったり、めらさないようにごを意 
ください。乂災-感電の原因となります。雨天、降雪中、 
海岸、水辺での使用は特にごを意ください。 



風呂場、シャワー室等では使用しないでください。 
乂災-感電の原因となります。 



慢池] 

乾電池は充電しないでください。電池の破裂、液漏れによ 
り、乂災•けびや周囲を巧損する原因となることびあります。 


乾電池び漏液して液び目に入った場合は、こすらずにすぐ 
にきれいな水で十分に洗ったあと、直ちに医師の治療を受 
けてください。目に傷害を与える恐れびあります。 


0 

〇 










ミ主意 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿気あるいはほ 
こりの多い場所におかないでください。 

火災•感電の原因となることびあります。 

Q 

電源を入れる前には、音量をルさくしてください。突然大 
きな音びでて聴力障害などの原因となることびあります。 

ご使用になる時は、音量をあげすぎないようにごを意くだ 
さい。耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞く 
と聴力に悪い影響を与えることびあります。 

Q 

ピーピー音びするとさは、使用しないでください。 

そのままご使用になりますと、耳を痛めることびあります。 
音量を下げてお使いください。 

Q 

【電池】 

乾電池は充電しないでください。電弛の破裂、ミ夜漏れによ 
り、乂災•けびや周囲をミち損する原因となることびあります。 

Q 

電池を機器内に挿入する場合、極性表示（プラス©マイナ 
ス©の向さ）に注意し、表示通りに入れてください。電池 Mm 

の破裂、液漏れにより、乂災•けびや周囲をミち損する原因と WW 

なることびあります。 


長時間使用しない時は、電池を取り出しておいてください。 
電池から液び漏れて火災•けびや周囲を巧損する原因とな 
ることびあります。をし、液び漏れた場合は、電池ケースに 
ついた液をよくふさとってから新しい電池を入れてくださ 
い。また万一、漏れた液び身体についた時は、水でよく洗 
い流してください。 


〇 



お使いじなる前に 












電池についての安全上のご注意 


液漏れ•破損•発熱•発义による大けがや失明を避けるため、 
下記の注意事項を必ずお守りください。 

本機では下の電池をお使いいただけます。電池の種類については、電池本体 
上の表示をご確認 < ださい。 

•充電池 •乾電池 

_ニッケル水素 （ Ni - MH ) 単4形アルカリ単4形マンガン単4形 

をぉ 

充電式電池の液び漏れたときは ••• 

参素手で液を触5ない 

♦液が目に入ったときは、目をこす5ず、すぐに水道水などの 
されいなかで十分に洗い、ただちに医師の治療を受けてくだ 
さい。 

• 液が身体やあ服についたとさは、すぐにされいな水で十分に 
洗い流してくださし^。皮膚の炎症やけびの症状びあるときは、 
医師に相談してください。 


A を険充電式電池について 

♦ 付属の充電式電池を他の機器に使用しない。 

♦ 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

♦本機外で充電しない。 

参火の中に入れない。分解、加熱しない。 

♦ 乂のそばや直射日光の当たるところ • 炎天下の車中など、高温になる 
場所で使用•保管•放置しない。 

♦ コイン、キー、ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯•保管しない。 

參ショートさせない。 

♦ 液漏れした電池は使わない。 

♦ 指定された種類外の充電式電池は使用しない。 

♦長時間使用しないとさは取り外す。 


お使いになる前に 
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A 警告乾電池について 


•機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

参充電しない。 

♦乂の中に入れない。分解、加熱しない。 

♦乂のそばや直射日光のあたるところ • 炎天下の車中など、高温の場所で使用 • 
保管.放置しない。 

参コイン • キー • ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯 • 保管しない。 
♦ショートさせない。 

参液漏れした電池は使わない。 

•使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとさわ取りはずす。 

参新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 

•不要になつた電池を破棄する場合は、各地方自治体の条例に従って 
処理して〈ださい。 


A 注意 


•外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 
参指定された種類外の電池は使用しない。 


镑 

Ni-MH 


お願い 

使用済み充電池は貴重な資源です。端子（金属部分）にテ 
ープを貼るなどの処理をして、充電池 U サイクル協力店に 
持参ください。 

充電式電池の回収 • U サイクル及びリサイクル協力店につ 
いては、 

社団法人電池工業会ホームページ 
http://www.baj. 0り p/ を参照して下さい。 


液もれび起こった時は、電池入れについた液をよくふき 
取ってから新しい電池をいれてください。 






= 主な特長 = 

曰常の会話、お部屋でのテレビ鑑賞などでの音声聞さ取り 

にお使いいただけます。 

また講演会•会議など、離れた音声の聞き取りや、劇場•ス 

タジアムなどの臨場感ある音声の聞き取りなど、色々な使 

い方がでさます。 

♦両耳で聞くステレオ方式ですので、自然な聞こえび得 
られます。 

•マイク n ホンとイヤホン部び離れていますので、装着 
時の八ウ U ングび防げます。 

参マイク□ホンは本体と別になっていますので、不快な 
衣擦れ音びありません。 

参ダイナミック型のイヤホンを採用していますので、自 
然な音質び得られます。 

•ALC (自動音量調整回路）の採用により、突然の大さ 
な音から耳を保護します。 

参複雑な設定や調整びなく、スイッチを入れればどこで 
ち簡単に使用でさます。 

•急速充電びでさ予備の充電池わ付属しています。 

※本製品は難聴の方の聞こえの改善を目的とした 
製品（補聴器）ではありません。 


お使いになる前に 
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製品の確認 — = 

本機をお使いになる前にすベてそろっているかお確かめください。 





>フエミミ本体と 
イヤホン7イク 


•単4形充電池 X 2ケ •充電器 

(1 個は使用、他1ケは予備） 


獅 



(極小•ル•大 X 各2ヶ） 


ボイス•モング•レミ 


巧又扱説明書 •保証書 




•ご相談窓□- •サポート 

修理窓□のご案内 シート 


お使いになる前に 




















始めに 


製品に同個されている充電池は、お買い上げ後の状態ですぐに 
使用が可能です。降のページを参照の上ご使用下さい。 

ごう音 

付属充電池は、生産されてからお買い上げまでの期間によって電池の残量が 
変わります。よって、初回使用時の使用時間が短くなる場合があります。 


各部のを称 




お使いになる前に 


























= 電池の入れ方= 

電池ぶたを外して、付属の充電池を入れる 



=イヤホン•マイクの接続= 

イヤホン•マイクのプラグをイヤホンジャックにしっかりと 

是し込む 〇※「カチッ」とした挿入感びあるまでしっかりと差し込んでください 














使い方 




1.音量つまみを" 2" に合わせる。 

左 (L) 2 .イヤホンを耳に付ける。 

※イヤホン装着時、ち （ R ) 左 （ L ) を 
確認してください。 

※左ち両側を付けてください。片方を 
はずしてご使用になりますと、ピー音 
(ノ V ウ U ング)び出やすくなります。 

3.電源スイッチを「入」にする。 

電源ランプ （ BATT ) び赤色に点灯します。 



4音■つまみを回して音量を調整する。 


数字を大きくすると、音量も大きくなります。 
※マイク部に手をかざすとピーという音 
(ノ V ウ U ング）び出ることびあります。 
手を離すか、音量を下げてください。 


首にかけて使ラ 



付属のストラップをご使用になりま 
すと、本体を首から下げて使用する 
ことがでさます。胸ポケットなど、本 
体を入れる場所がない場合にご使用 
<ださい。 

ク U ップ部にストラップを弓 I つかける 























こ注意 

イヤホン • マイクの取り扱い 


本製品に付属のイヤホンを 
収納する場合に製品本体に 
巻きつけたりしないでください。 

コードブッシュ部に不必要な力が力□わると 
断線ずる可能性がありますので、取扱いに 
はごを意下さい。 



イヤホンを強く引っ張ったり 
してコード部分に不必要な力 
を掛けないでください。 



イヤホンのコードは通常使用では十分な 
強さに設定されておりますが、過度な力 
が力□わったりしますと断線する原因とな 
る場合があります。 


ちちのバランス調整 



付属の調整ドライノ く一にて左ちの音量 
ノ くランスを調整することがでさます。 

ちへ回すと左の音量がルさくなり、左へ回 
すとちの音量がルさくなります。 

《出荷時は、左もの音量を中/こ\にちわせています。 


イヤホンチップのサイズ調整 


この製品はあらかじめ（中）サイズのイ 
ヤホンチップが装着されています。ヴ 
イズの合わない場合は(極小）（ル）（ガ 
のチップサイズに交換してください。 

※交換はチップ部分だけを引っ張れば簡単に外 
せます。装着は奥まで押し込んでください。 


/ (§) 極小 
ル 



SS 




















巧雲の仕方 


巧電器に巧電池を入れる 



+と一の向さを正しく、 
付属の充電池（付属の2本 
又は1本）を-側から入れる。 

ご注意 

充電池は確実に 
押し込んでください。 


巧電する 

1.充電プラグを起こす 2.コンセントに差し込む 

(充電表示ランプび点な) 



3.充電表示ランプが消えたら充電完了です。 

※別寺間!^:^上経過しても充電び完了しない場合、充電をやめてください。 

. —付属の充電池の充電時間と使用時間の目安 一 ^X 

充電時間 使用可能時間 

約] 2已分(ミ主1 ) 約目已時間(を 2) 


を 1) 周囲温度2己むにおいて使い切った電池を満充電する場合の目安です 
ミ主 2) 周囲の温度や使用状況により使用可能時間は異なる場合びあります 












巧電時のご注意 

•充電池は化学反応を利用しています。周囲の温度の影響を受 
け易いため、充電は]日で〜35むで行ってください。 

•充電器の+—接点や電池の端テは、時々乾いた布で拭いてくだ 
さい。 

•充電中、充電器や電池びあたたか < なりますび、異常ではありま 
せん。また、充電終了後には、電池の温度び一時的に高くなって 
いますので、ごを意 < ださい。 

•充電び完了した充電池は続けて充電しないで、ご使用になって 
から再び充電してください。 

•付属の充電池外は使用しないでください。 

参ホットカーペットの上やス I -ーブの前面、直射曰光の強いところ、 
炎天下の車内など、高温になる場所で充電しないでください。 
また毛布などをかぶせた状態で充電しないでください。充電器 
内蔵の温度保護機能により充電を停止することびあります。こ 
の場合は満充電になりません。 

•充電池は使用せずに放置していた場合でわ、少しずつ放電をし 
ます。放置した電池は充電してからお使いください。 

•充電器をご使用にならないときは、必ずコンセントから抜いて 
おいて < ださい。 

•充電してわ使用時間び短くなった場合は、充電池の寿命びさて 
います。お買いホめになった販売店にご相談ください。 


使用のアドバイス 

•充電池は2本付属していますび、1本のみ使用します。をラ]本 
は予備です。新しい充電池と交換のあとは、使用後の充電池を 
付属の充電器で充電をしてお < 事をお奨めします 
•外出時などで充電び出来ない場合は、市販の単4乾電池を入手 
しお使いいただけます。 


困ったとさ 


こんなとをは 

確認してください 

音が出ない 
音がひずむ 

•電池のプラスとマイナスの向さを正しく入れる 
参新しい電池に交換してみる 
•イヤホンコードのプラグをしっかり接続する 
•音量つまみを数字の大さい方に回してみる 

ピーピ ー 
音がする 

•イヤホンをさちんとちにつける 
•音量つまみで音量を下げる 
♦イヤホンチップのサイズを変える 

充電でさない 

参乾電池が入っている^付属の充電池を入れる 

•付属 m 外の巧電池が入っている一付属の充電池を入れる 

•充電池が劣化している^充電池を交換する 


使用上のミ主意 


お手入れの仕方 

【製品について】 

通常は、柔らかい布で空おさしてください。巧れびひどい場合は水で 
己〜6倍に薄めた中性洗剤に柔らかい布を浸してよく絞った後、ちれを 
おさ取り、その後乾いた布でおいてください。 

アルコール、ベンジン、シンナー、殺虫剤などび付着すると印刷塗料 
などびはげることびありますのでごを意ください。 

また、化学ぞラさん等をお使いの場合は化学ぞラさん等に添付のを意 
事項をよくお読みください。 

【付属のイヤホンチップについて】 

イヤホンチップには、耳あかやゴミび詰まりやすいをのです。詰まる 
と音びルさくなったり、聞こえなくなるばかりか、イヤホンの故障の 
原因とをなります。とさどさはずしてめるま湯などで洗い、乾いた布 
でされいに拭いてください。 

また、イヤホンチップは消耗品ですので変色したり固くなったりします。 
このようなとさは新しいものと交換してください。 


その他 









取り扱いについて 

•製品を落としたり、ぶつけたりなどの強いショックを与えないで 
ください。故障の原因となります。 

•製品を分解や改造などしないで < ださい。保証の対象にならな 
くなります。 


保管について 

参長期間ご使用にならない場合は、電池を取り外して保管してく 
ださい。 

•次のような場所には保管しないでください。 

•窓を閉めさった自動車の中や、直射曰光び当たる場所、および 
暖房器具の近くなど温度び非常に高い ところ 
•ほこりの多いところ 
•振動の多いところ 
. 風呂場など、湿気の多いところ 


異常や不具台がおきた5 

万一異常や不具合び起きた場合は、すぐに電源を切り、お買い上 
げ店、またはパイオこアサービスステーシヨンの窓口にご相談く 
ださい。 


そ 

の 

他 



保証と アフターサービス 


保証書（別添） . 保証書は必ず「販売店名•購入日」などの記入 

を確かめて販売店から受け取り、内容をよく読 
んで大切に保管してください。 

保証期間は購入曰か51年間です。 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造巧 
ち切り後、最低 S 年間保有しています。性能部 
品とは、その製品の機能を維持するために必 
姜な p |^ ロロごす0 


修理に関する… 
ご質問、ご相談は 


お買い上げの販売店、または最寄りのノ（イオニ 
アサービスステーションをご利用ください。所 
在地、電話番号は別添の r ご相談窓口 •修理窓 
口のご案内」をご覧ください。 


保記期間中は . 修理に際しまし口ま、保証書をご提示ください。 

保証書に記載されている当社保証規定に基づ 
さ修理致します。 


保証期間が . 

過ぎているとさは 


修理すれば使用でさる製品については、ご希望 
により有料で修理致します。 


連絡して . 

いたださたい内容 


. ご住所 • ご氏名 • 電話き号 • 製品名 • 型番•ご購 
入日 

•故障または異常の内容（できるだけ詳しく） 


その他 








仕様 


•周波数特性 . 500 Hz 〜4 000 Hz 

•最大出力音圧レベル . 112 dBSPL 

•電源 . DC 1. 2 V (単4形ニッケル水素電池 XI ) 

•イヤホン部 . ダイナミック型 

•マイク部 . エレクトレットコンデンサー型 


•外形寸法 ••• 32 mm (幅) X 1 3.5 mm 娛行) x 73 mm 搞さ) 
•質量 . 18呂（電池含まず) 

• WUdd 〇充電式単4形ニッケル水素電池 X 2 
〇充電器 
〇収納 ポーチ 

〇イヤホンチップ(極ノ J いル • 大 X 各 2) 

〇調整ドライバー 
〇取扱説明書（本書） 

〇イ里証童 

〇ご相談窓 □ • 修理窓□のご案内 
〇ヴポートシート 


本機の仕様および外観は改良のため 
予告な く 変更することびあります。 


そ 

の 

他 
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